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会 議 録 

◇詳細―企画調整グループ 電話０３－４５６６－２５１１ 

附属機関又は 

会議体の名称 
令和２年度 政策経営会議（第５回） 

事務局（担当課） 政策経営部企画課 

開催日時 令和３年２月１日（月）午後２時３０分～３時１５分 

開催場所 庁議室 

議題 １．新型コロナウイルスワクチン接種会場について 

公開の 

可否 

会議 

□公開  ■非公開  □一部非公開 

非公開・一部非公開の場合は、その理由 

豊島区行政情報公開条例第７条各号に掲げる非公開情報に該当する事項につ

いて審議等を行うため。 

会議録 

■公開  □非公開  □一部非公開 

非公開・一部非公開の場合は、その理由 

 

 

出席者 

委 員 
区長、副区長(2)、教育長、政策経営部長、総務部長、企画課長、財政課長、行

政経営課長、区長室長 

説明者 

池袋保健所新型コロナウイルスワクチン接種担当課長、池袋保健所長、施設計

画課長、財産運用課長、施設整備課長、地域区民ひろば課長、学習・スポーツ

課長、豊島清掃事務所長、選挙管理委員事務局長 

事務局 企画課企画調整係長 
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審議経過 

案件１：新型コロナウイルスワクチン接種会場について 

（１）案件の説明・主な意見と質疑 

説明者： 新型コロナウイルスのワクチン接種については、区内を中央・東・西・南・北の５

つの地域に分け、常設の接種会場を各地域に１カ所確保するとともに、区民ひろばを

巡回接種会場として区内を巡回する。 

常設の接種会場については、中央は区役所本庁舎１階のセンタースクエア、東部は

旧朝日中学校体育館、西部は千早文化創造館の多目的ホール、南部は雑司が谷地域文

化創造館の多目的ホール、北部は豊島清掃事務所講堂の５か所としたい。 

常設会場の設置期間は令和 3年 3月 29 日（月）～12 月末までを予定しており、１

週間前の 3月 22 日（月）～28日（日）に会場設営・接種準備を行う。但し、接種者

数やワクチン供給の状況等により、期間を変更する場合もある。 

会場となる施設の所管課には、会場使用にかかる調整、下見等への対応を依頼する

とともに、接種に来た方の案内や自転車の整理等もお願いしたいと考えている。 

区長： 集団接種会場については、東部地域会場の配置バランスが良くない。 

説明者： 東部地域については、駒込地域文化創造館、巣鴨体育館、巣鴨地域文化創造館、旧

朝日中学校、南大塚地域文化創造館の５施設を視察し、検討を行った。 

駒込地域文化創造館及び巣鴨地域文化創造館は、エレベーターがあるが、想定する

会場では１レーンしか設置できない。巣鴨体育館は３レーン設置できるが、会場が２

階でエレベーターがなく、また入り口が半地下で階段しかない。旧朝日中学校は、体

育館を考えており、１階にあり若干の段差はあるがバリアフリー面はクリアし、３レ

ーン設置できる。南大塚地域文化創造館はエレベーターがないため、会場を１階とす

ると、１レーンしかとれない。以上のバリアフリー面、設置レーン数から、旧朝日中

学校が東部地域では最も適している会場と考えている。 

区長： ５か所にした理由は。 

説明者： 当初３か所で考えていたが、それではカバーしきれないので２か所増やした。 

区長： 区施設でなくてはならないのか。 

説明者： 長期間押さえる必要があるため、民間施設では難しいと考え、区施設で検討した。 

区長： 接種者数や接種期間はどのように想定しているか。 

説明者： 全体では 16 歳以上の対象者 26 万人が 2 回、接種率７割で、364,000 回と膨大な

回数となる。集団接種は、1 レーンが 100 人、5 か所 13 レーンで 1 日 1,300 人、週

5 日で 6,500 人、区民ひろばの巡回接種は１か所 100 人、5 か所 5 日間で週 2,500

人、合わせて週 9,000 回と想定。その他に、区内クリニックでの個別接種を 1 万件と

して、4 月に高齢者から始めて、一般の方が終わるまでに半年くらいと考えている。 

区長： 基本は、クリニックでの個別接種か。 

説明者： 最初に供給されるファイザー社のワクチンはマイナス 70 度で保管する必要がある

ため、当初は専用の冷蔵庫を設置する場所で接種を行い、通常の冷蔵庫で管理できる

ワクチンが出回り、小分けが可能になった際にはクリニックで接種を行うという流れ
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で考えている。 

区長： コロナを抑え込むにはワクチンしかない。高齢者はまず集団接種ということなら、

この会場の配置は再考が必要。区民に寄り添って、どうやったら全区民に受けてもら

えるか、様々な角度から検討するように。 

副区長： 集団接種会場は増やす方向で再検討する。次に巡回接種について。 

説明者： 巡回接種については、区民ひろば 26 か所のうち、バリアフリーが整備されていな

い、あるいは狭い、来年度改修予定があるなどの７か所を除いて、19 か所を使用し

たい。そのうち 5か所を同時に 3～４日間程度開設し、各地域を巡回する形で考えて

いる。 

区長： 巡回接種でどの施設を使用するかは、担当課の判断に任せる。密を作らず順調にで

きる形で検討して欲しい。１週間くらい使えないけれども、これは非常にいいと思

う。できれば区民ひろばの運営協議会にも応援してもらい、１週間はワクチン接種の

日、週間というかたちで、みんなでワクチン接種しようよと声掛けしあって、漏れな

く接種できるようにしてもらいたい。巡回接種の順番は最後になるのか。 

説明者： 集団接種と巡回接種から開始し、個別接種はワクチンの特性上、後からやろうと考

えている。 

区長： 区民の感情からすれば、持病を把握しているかかりつけ医で接種するのが安心でき

る。どうしたらかかりつけ医で最初からできるかを考えてほしい。それがスタート

で、それから集団接種、その後に巡回接種の順番で。もっと医師会と連携して、医師

会の意見聞いて、かかりつけ医から始めてもらいたいと思う。いかに早く、確実に、

着実に接種してもらえるか、保健所だけに任せるのではなく、みんなで、オールとし

まで取り組んでいくことが大事。区民一人残らずやってもらいたいという思いで取り

組もう。 

副区長： 継続案件とし、改めて時間を設定して審議をする。 

（２）結論 

継続案件とする。 

 

 

提出された資料等 

・新型コロナウイルスワクチン接種会場（候補案） 

・新型コロナウイルスワクチン集団接種会場（常設） 

・区東部地域におけるワクチン接種基幹会場について 

・巡回接種会場リスト（区民ひろば） 

・現時点で想定している区民ひろば巡回案 

・新型コロナウイルスワクチン接種スケジュール 

 

会議の結果 １．新型コロナウイルスワクチン接種会場について ⇒ 継続 


